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Ichthyophonus diseasehad broken out among raillbow tl・Out fryinJuly1975，  

and after that a fish group contalning diseased fishllad beeniくe王）亡 for oneさ▼ヒar．  

Hence authors observed histopathoiogicaliy disease〔ifryin theinjtialstage of  

the epIZOOtic and moribund yearling fishin the cionic conditic＞n． This paper  

deals with the result of the observatioヱ10n diseased fr＼「．   

Ichthyophonusinvadcd the various tissues and took the sh叫jtlOf mul［lnuCIc－  

ate sphericalor hyphalbody． The smal］est form wasl）inuclビal．bc）〔ミies． rrhe  

multinucleate－Sphericalbodies were walled bv the tll主ck ceiiwこtllan〔1contaille〔！  

many nucleiwithalargenucleotusand granular cytopiasm formingthe mesh worli－  

Their size was varied and became tolarge with growt王Ian〔icou了〔1be measure〔i  

in the diameter 7 tolO上土in the binuclear bodies and20to14Cpin mulLiま1uCiビate  

SPhericalones． The hyphalbodies often extended from the sぎ）hericElibodY an〔…  

PrOduced hyphalspores withone to tennuclei，Whose henlatOgenOuS diss（）mina亡ion  

CauSed systcmicinfection．  

Theinflammatory reaction againstIchthyophonus was characterized by  

mononuclearCCllularl）rOliferation with giant cellformation and fibroblasts  

proliferation．   

鮭絶類のイクチオフォヌスざ畠まヨーロッパで古くから知られ，耗々の研究が行なわ行た ぐM  

PLEHN eial．1911，A．PETTIT1913，C．LEHMANN eidl．1933，A．i）oLくIEfleidl．196i，  

E．AMLACHER196う）。また本邦でも北海道でニジマスに水痘の流行があったことが報告されている  

（菜食ら1966）。近年，本庄が本邦の広範な地区にわたって流行し，大きな被害が▼見られるように  

なった（畑井私信，井ml二ら1977）。我々は本症が三壷県下の養殖場で発生したのを機会に！9巧年G   
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パカ、〔ノ1耶5年、・6パに」十巨：，た■柑漑闇汁軋捏バ浦河感染状態にある当才糾こわたる本庄の経過を  

経時的∴鶴度した（」こ、針：＼…エエーH射か畑轟音笹緑埋組織学的観察結果について述べる。  

▲、／‖こトケ、し、′t、＼ト、、∴                              卜し．＼ノノブ′ム  

け門年ら月∴∴一打甘卜県・養姉場で，照井の毒灘瑠わヰ牒入港後のニジマス椎魚にイクチオフォ  

ヌプ帯■ミが発ノ卜しプこ。－ そこて、け－7う′手【二うjlj二㌢＝トニ隼雄、i発′巨符からノ体色黒化やヤセの症状を墨L．ている  

病でり引1．拉採樟∴． 病1イ：－、（ノつ盲ピノ毒こj主－エ‡リ′†Ⅲ1であった。な牒，この魚辟服その後も有効な沿瞭や処  

償う′弛ミ1－∴Lたく書証洋さ守＝宣言∴ソナて，＋け㍗洋一・ほけこト隼魚，ド76勺て・6月に1．う年魚の重篤な病魚  

を抹寂し，イクナナフォブスのキノ；王室＊と痛j一服鉦織′暑彗観察に供した。柄魚を10％ホルマリン水また  

；ニノ∵ソ液て粧、王子＝キ， フィン切パ‾む作成しノた。）染色はワイゲルト鉄へマトキシリ  

ン・ニ→トンン諜丹∴ て 、染色．「rザソ染色，PAS反応，渡銀染色（渡辺変法）を  

＝的∵J∵Lで簸  

L  〕三   

内眼的所見   

鮭帝期の痛．くくも、よ外を・l首▲≧’…・j∴盲′′うこ色り「j、批ゝこノヤトを芹11上井に漂変はない。剖検的にも軽症例でほ異常を   

ノ′J・ご卜一くナ′「£難い＼が＼1羊症膏牛で∴、誉▲【′．∴ 隼雄か＝湘瀾鳶面刀自や 腎臓の局所的な踵大が認められ  

くこ  

病‡翌組織学的所員  

‡－かか鉦神川仁甘甘木－1竿註三笠’ミで：主，イヤラ’∵γ7ニ童Yスス」ト磯∴厚い細糾〔で閉まれそのri拍こ屈光  

〟㌧7：′ノ、）【か＼飾位を多数合わ紺丑吉沌パ／ぺ打こじし、＿ ノ、シニ♪／妻tるっな′畑㍊惹乳腺棒町浮い細胞壁の一一端が  

紘†し， いるも笹㍉  ブこい苗糸を出しノているものも  

／1ト∴′し∴二（r涙．1二）。   

紬骨、〃畑一 イタチ∵フ・5－ヌニ‘㌔ミニjL…とiノ小、‡なこ‡ノ什1、さ烹卜、′2偶の核を持つにすぎないが，発育し  

′、＿℃（γご∴ヒ多数りり核1一三二・持つ球状寮＝や粘け1Ⅲ〔一三仁ゝこttミ、Si〕‡iげi（、；lll）0品豆〕として認ニ、・うられることが多  

い。こn多牧村扶祈′一雄車抄出十無情浩一㍗H，n痛甘㍑鋸雛H∴その廿祐二接して薄い原形質髄  

カ㍉華）ノ㍉∵その結晶山羊よ整小塙守皇，反応歳・三ごヱーけ紋章：・rがJ〔ノニj：状∴終がり酢Ⅰ状に配列していた。また核  

く′エー－・描㌢ニ＝執刀明瞭烏雄往∵－合ふ，糾服ぶや照i一㌔）F）接∴l－岳二か滞雄須’持封二接しノて分布し，恵投分裂で  

数糾・2盲Lノていぺ二（F穣・2，う，ユl），6〕こj イク予オブ一考∵くスの球状体の大きさほ，2核体で直  

径7′㌦昭㌣であり赤血球（イX巨恒〕∴り小ぺく げ東．2∴  8軌本では12へノi7／も，多核体でほ20、ノ  

1㌘〃〔最大半軋¢ こ畑毒閤∴あ∵∴二 F料うへペイ。小型ハ梵状休明細澱摩ポ牒く，核¢〕数も少なく  

細胞胃の網十も軋でホむが 発育する∴二・つか潮目㌢－竿ミよ肥厚し上枝数は増徹し，椚工はエり投維にな  

ってい∴∴〕   

数多く（7〕多チ宍球：ミノきこデi；L了■）なか≒ニミ。丈，三イくか；：）芸とノい里パン㌢かい糸状件（け膵1all）0（1y）を仲良し  

ていキ：）て一殉（F厄－ て7）もち㍉れた。そ守∴∴ほ糊がトト成層Lて肥芳し，そ灯船胞既のlぷまた㍊数  

伸一「て穴かノ汚さ，て」か仁一－薄い朝㍑基．ゝ≡て測まれたラごしぺ、糸状抹が仲良していた。この糸状休の設備ぽ  

；rま多核払拭休のそこ妻乙がそ っくり糸状ぎ‘由畑二移動したもので∴観り多核球状棒ほ中空の細胞遡やネ及  

＊イタチン「フ・1スの．；三三！妄」エ≡押黙－ミこ奈i’ぎ■ニノ㌻）r巨コ▲j上」，二；二1了さ′洋上【こにこりなされている。分離操の分類学約研究  

結果ここぎ‡i低かゞっノ重き㌫される十王で言うる。   
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残すようになる。糸状体内の細胞質ほ不規則に分裂し，1～2傾から拍偶の杉、をもつ糸状体胞子  

（Hyphalspores）を形成していた。糸状体胞子は糸状体の先端部の破壊によって順次糸状体外に  

放出されていた（F短．7）。肝臓や腎臓，脾瀾でみられた糸状体を伸長した多核球状体のうち， 大  

単核細胞反応を被っているものの大きさほ萬径25～10帥であるが，その反応を伴なわないもので  

ほ2う～60√ムで幾分小さかった。なお数のうえでほ前者の方が中越していた。   

イクチオフォヌスが組織内に伝播，侵入するのほ一般に2核体が血行性に伝播することから始ま  

っていた（Fig．2，19）。肝臓，腎臓造血組織，脚哉などの斉矧ノ」系紬鮎こ富む組瀾では2核体が洞  

内系細胞に蚕食されて組織内への侵入が確立し，または4～8核体が類洞を間違げることによって  

も組織感染が確立していた。他の組織・器官でほ血行姓に伝播した2へ′8核休がモ純血管を閉塞す  

ることによって組織内への侵入が確立されていた（F短．1b，21）。多核球状件の発育とともに聞出  

の組織が圧迫されるが，球状体の局開には活発な炎症反応が起る。炎症叔尤㍊大単核抑庖の繁夕霞を  

主徴とし，少数の線維芽細胞を伴なう繁殖性炎で特徴づけられ，多く¢）組織・器官に共通的であっ  

た。炎症反応の主体をなす大単核細胞ほ1～2偶の明瞭な核仁を含む楕円形またほ一部がくびれた  

円形の核と，PAS反応陽性顧粍を含み弱好き監ガナ牲の糸那包竺‡をもっている。炎症性細胞反応の形態握  

次のようであった。  

a）大単核細胞が層を成して多核球状体の細胞壁表面の全面を囲摂する（Fig．3）。  

b）大単核細胞が合胞体（Syncytium）を形成して多核球状体を園擁する（Fig．4）。これらa），  

b）の二形が最も－一般的な反応であった。  

C）大単核細胞またはその合胞体と異物巨細胞が多核球状休を週む〔Fiきぎ．う）】。この異物巨細胞ほ  

多数の核の半円状の配列によって大単核細胞の舎胞灘と区別できる。  

d）大単核細胞の反応が弱く，線維芽細胞の反応が卓越することもある（Fig．6）。この反応ほ体  

価筋組織に著しかった（Fig．14）。  

e）多核球状休から糸状体が伸長し，その糸状休‡勺で糸状体胞子が形成さわている段階のもので  

ほ，糸状体を囲む異物巨鮒亀を含む肉芽瞳がその間瓢こ形成されることもある（Fig．了）。牛寺に糸  

状体に対する異物巨細胞反応は著しく，長く伸びた糸状′終に対して異物巨耕胞が単独で反応するこ  

とが多かった。この段階でほ膠原線維形成を伴う線維細胞，線維芽船胞の屑が肉三劉棒ぞ巨郷泡の周  

りを田むこともあった。しかし糸状休を‡【け球状掛こ対lノて炎症反応ぶ欠給していることもあっ  

た。そこでは糸状体が組織内に直接伸びていた。この現象ほ初発病巣と推察される乳壁で特にi］、1．′二  

った（Fig．9，10）。  

f）糸状体の先端から放出された糸状体胞子はそ町場に集塊を成して多核球状休に発育しているこ  

とが多く，それらに対してそれらを閃抗する肉芽腫が形成されることもあった（Fig．18矢印㌔   

また，各組織・器官の感染病巣の姿ほ次のようであった。  

1）胃：初期病巣は胃旨のう部冒壁に他の組織・舘官に先オけてみ上れた （Fig．8）。そこでの多  

核球状体ほ粘膜上皮問および胃腺屈内で発拝したり，さらには細くて長い分枝をもつ糸状体を粘陛  

下織に向けて伸長していた。ここで発芽している多核球状体の直径照15ヘノ20〝にすぎず，その細胞  

壁も蒔い。また糸状体の管径は約8〃で2核体の大きさとほぼ近似的であった。粘膜下拡に伸長し  

た糸状体の先端から糸状体胞子が放出されているが，ここでほ2核休が享越していた。感染局所の  

粘膜上皮は剥離するが炎症反応はみカれなかった。   

さらに，粘膜下級で多数の幼君な多核球状体が発芽して糸状体を粘膜下織や筋肉層に縦横に伸長  

しそこに糸状体胞子を放出している例があった（Fig・9，iO）。この感染局所ほ融解療死に酢フ，   
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腎隠魁特段嘗き込んだ潰瘍が形成されていた（Fig．9）。こうした活発な糸状体胞子の形一動ま胃壁  

に特徴的であり，芦の連続切けの観祭から語調莫下織で発芽する球状体の数に多寡があってもその全  

例に共通して兄ら九た。この段階二達した個体ほいずれもイクチオフォヌスの全身感染が確立して  

いた。  

2）脂，幽門垂，腹繰‥ニれらの消化管わ粘膜下絶ゃ所内層には多核球状体が孤在的に現われてい  

た げig．20）′。ニこ∴こ三， 一浩甘酢染痛点で見こ、′）れた宕1、球状体からの胞子形成の特徴は確認できな  

かっ17こ。腹膜とその中り雄細胞塊およぴランゲルハソス氏島にも火単核抑！包の合胞体などで弼続さ  

′汀じ針路球状休が孤んLていた。  

3）肝擢，腎臓，牌臓：州蔵〔1√iきぎ．1り ▼や】削歳の造血約織（Fig．18）など類洞位造が発達し，網  

内系細胞に富む組絹て・は多数の多核球状体がづ瓜イ蔓三的に現われ， そのノく半ほ活発克炎症性細胞反応を  

受けていた。これらの料紙てはイク与オフォヌスの糸状体泊了の形U寛が盛んであった（Fig．7）  

が，－だの初発病巣とほ興って，発」二（Gerillha亡io王1〕している多核球状体は大きくて，その球状体  

から仲艮した糸状休町管径む太く 糸状棒辛で形成され七糸状体胞子も1～2核のものより，10核  

く、、らいをもつものの方が多か／フた。イタチオフ」メスの損織…ノづ感染の程度は一般をこ腎臓造血組織で  

最も著しカゝった。脾旋針ごほ球状祢は購那威に多く現われていた（Figt17）。また腎臓の腎小体の糸  

球体毛紬如管内に多数の2核体が充漬することもあり（Fig．19），この所見ほ2核体が血行性伝播  

をしていることを喪づけるものであろう。  

4■）心臓，鯉，赤腺，脈拍膜，偽漂浪：これらI「王L管系および毛細血管に富む組織にもかなりの数の  

多核球状体が現われていた。心臓でほ主に心室心坊層（F短．1う）や心外膜に，鯨では酷薄板毛細  

血管や駄弁動脈（Fig．13）に，赤條，脈絡膜（Fig．21），偽鯨腺（Fig．16）でほ毛細血管内に多  

核球状体が孤在的に現われていた。これらの狙織。器官のうち，偽組腺では炎症性細胞反応に乏し  

いが，他の組織でほいずれも大単核綿胞が合胞灘及儒成して多核球状体を園摸していた。また脈絡  

膜車の多核球状体のなかこほ糸状体胞子形成を行っている例もあった。  

う）脳，脊髄，神経節‥脳では脳膜や脳藁（Fig．i2）に多核状球体が孤在的に現われ，その周り  

は太祖縁組胞含職住二鍼境さかていた。なお，イクチオフォヌスの糸状体胞子形成による繁殖は，  

胃パ1二朕，腎楓削胤織，閥などで著しく ，低り組織・葦官では稀れかはとんど起らなかった0  

り  ‘hこ  

SユトJ〕Ⅲ∴‡ノ＼N※β≠打g．〔i彗キ）∴エ′恒ざ，イブナオフォヌス成増澗感染において経度またほ経鰍盛  

架は／付耳掛であり，緩＝草深ず“再津Lたとしていな。魚体薫への侵入門戸ほ貫などの消化管が考  

、；ご）†ミそ，が、ニジて′＝1∴烏いで栗倉ち（け鵠〕は胃に特徴的な変北港腰漉㌧ また我々の観察の結果  

刀け〕，1〕「げ省ニ邑‡もリくブ三ハこ‥）イダニコニ オフ ！・ヌスが三人られること，2〕親の球状体から仲良した糸  

状棒宵灘滞日二転か上、結膵1、溺こぎ圭一－ト）で伸びていること，3）胃壁や眉入したイクチオフォヌスの比  

較的小型や多掛三紬1二注がillぎさこぎさ勇二し′，糸状体を弾痕してそのL巨ご糸状俸胞子を形成しているこ  

と，4）その糸裾′樟甘ナも2専行い甘－㌍していること， う）この2横棒が血行性に伝播して全身感  

染に笹要な碑ほうLているニ」二などが絹布悠／き′と，イタチオフォヌスの魚休内への侵入門戸として胃  

ij繋が考えられアこ。   

くられゾ∴糸状甘甘辛杓裾用ミニ伝肺して血管に富む諸組織器官に侵入し，そこで多核球  

状休に発育）㌻る。）手書≧魚で：よそこ二）多核凍状す′寺こが孤在的に出現しているのが特毅であった。肝臓，腎拡  

造汗il糾／賊で発育した多核球状衡ま糸状盲二本照了せ形成していたが，この糸状体ti包子が組織内に分布す   
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る類洞に入って血行性に伝播し，全身感禦が進行すると考えられた。ニジマス鞭魚では角膜や骨組  

織など血管を欠くか非常に少ない組織を除く全組織にイクチオフォヌスの伝播が認められたことか  

ら，ニジマスに感染したイクチオフォヌスは特定の組織親和性をもたないと考えられた。ニジマス  

では体側暦組織へのイクチオフォヌスの侵入ほ弱く，この点がheユー1うngでの所見（SiNDER丸亀ANN  

βgαJ・19う4）とは興っていた。このことほSINDER丸1ANNが指摘するように魚粍特異性とも，また  

は淡水種と海産種というイクチオフォヌスの種特異性とも考えられるが，今後の検討をまたねばな  

らない。   

イクチオフォヌスに対するニジマス稚魚の炎症反応は大単核細胞の黒瀬性炎で特徴づけられた  

が，この炎症反応ほ網内系紺脛に富む肝臓，腎臓造血組織，脾臓∴ 腺腰で碧しく，ここらでほ炎症  

性細胞は網内系細胞に由来すると考えられた。また，心臓，鰐，消化管，脈絡膜，脹にも大㌻▼11核素至言l  

胞反応がみられたが，これらの組織では組織笹分布する未分化間菓系細胞て血沈すると言えよう。  

そしてこの大単核細胞反応の発現から，上述の組織ここおいて大草核紬蜘二分化する能力をもつ大分  

化問菓系細胞が存在することが示唆される。   

イクチオフォヌスの多核球状体の発芽から糸状体の仲良，それに続く糸状体胞子の形成ほ，魚の  

組織内におけるイクチオフォヌスの繁殖の唯一の現象であった。この糸状休胞子形成ほ乳壁，肝  

臓，腎臓造血組織に最も頻発していた。このうち胃壁における糸状休職子の形成はそれを行ってい  

る親細胞（Parent cell）が小型で幼君なこと，炎症反応を欠くうえに組織壊死が著しいなどの特  

徴から，かなり急性の経過をたどっていると推察される。この現象ほイクチオフオヌスの感染の確  

立と全身伝幸衝こ重要な意味をもつものと考えられた。   

伝播病巣である肝臓や腎臓造血組織において，糸状休職了・形成のため発芽Lた多核球状≠Ⅵ大き  

さは，炎症反応を被ったものでは直径2う～100什，炎症反応滋欠くものでは直径2う′、GO√√で、あり，そ  

れらの大きさほよく発育した未発芽のものの大きさ（20′、i25〃′）に比べてやや小さい傾向にあっ  

た。これらの事実は繁殖のための糸状体胞子形成が新剤服甚大きさに分け支配されず∴親となる多  

核球状体が走った大きさに発育して初めて起る生活史上紆板転でないことを示している。また発芽  

が炎症反応を受けたものに多くみられたことから，宿主の防御反応ぶイクチオフォヌスの発芽の誘  

因となっているのか，それとも発芽が防御反応をi」‘破すう1作業のlつとな√）ているとも考えられる  

が，これだけでは発芽の充分な説明にほならなt、。ニの点について牲検討は抱負程のイプチオフォ  

ヌス症を含めて，病魚の年齢や感染後の種々の状態のものについて 卜分な知見を得てから進裾ヒい。  

要  約   

1）ニジマス稚魚のイグチオフォヌス症を病理組織学的に検討した。  

2）イクチオフォヌスほ稚魚に全身感染を起していた。組織に現われたイタチ」一フォヌスは孤利生   

の多核球状体の姿を示すことが淀も多いが，発芽中のものや糸状体に姿をかえたもの，その糸状  

体内で糸状体胞子を形成しているものもみられた。  

う）宿主のイクチオフォヌスに対する炎症反応は大単核甜胞の繁殖性炎で特徴づけられた。  
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Expianation of Figures  

Fig．7  The granulomatous reaction against the proliferatingIchthyophonus． Foreign bodY  

giantcells reacts directlyto the hyphalbodies extendedfrom a parent t）Ody（P），in which  

hyphalspores are produced． Trichrome stain，×32O  

Fig．8  Theinitia11esionin the stomach wall． Two multinucieateSPhericalbodies penetrate  

through the epithelium and oneis just germinating and ar10theris extending narrow  

hyphae through thesubmucosa to release the hyphalspores（；m■OW）。PAS reaction，Xi60  

Fig．9  The advancedlesionin the stomach wall．In the［～rOpria and submucosa youn  

sphericalbodies extend hyphaein alldirections． The ep江heliumis desquamated part言y．  

PAS reaction，×80  

Fig．10  A detailof the advanced gastriclesion．The active germination and hyphalextentiori  

ofIchthyophonus are seen． The affected tissues undergoliquefaction necrosis． PAS  

reaction． ×160  

Fig．11 Multinucleate－SPhericalbodiesin theliver．Trichrome stain，×20C）   
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Explanation of Figures  

Fig．12 A multinucleatersphericalbodyin the brain．Azan staiTlタ）く320  

Fig．13  A multinucleate－Sphericalbodyin the gillfilament． PAS reaction．×160  

Fig．14 A multinucleate－Sphericalbodyin thelateralmusculature．PAS reaction，×320  

Fig．15  Multinucleate－Sphericalbodiesin the heart． PAS reaction，〉く100  

Fig．16  Multinucleate－Sphericalbodiesin the pseudobranch gland．A2＝an Stain，y200  

Fig．17  Multinuclete－SPhericalbodiesin the spleen． Trichrome stain，×i60  

Fig．18  Multinucleatersphericalbodiesin the kidney．A arrow shows a granuloma containing  

growing sphericalbodies．Trichrorne Trichrome stain，×100  

Fig．19  Binuclear bodiesin the glomerular capillary． This finding shows binuclear bodies  

are disseminated hematogenously to cause systemicinfection． Trichrome stain，×32〇  

Fig．20  A multinucleate－SPhericalbodyin theintestine． Trichrome stain，×i60  

Fig．21 Multinucleate－Sphericalbodiesin the chorioid． A2＝an Stain，×320   
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